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言及はない (鎌田,2004a ;同, 2004b)｡
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著者 .編者 発行年 水俣病の記述 備 考







で無機水銀 (昇衷 て 本 文 812
の誤用自殺)に言 頁○下巻 は
及 (207頁)○ 1957年○
遠 山 .川 1957化学性食中毒の項 公衆衛生学の
城 .金原 . に無機水銀-の言 教科書ではな
松井編 及がある (37頁) く食品衛生の参考書であるが､比較のために入れたo
豊川 .菊池 1959 公害の項にも化学性食中毒の項にも水銀-の言及はない (66,161貢)
福 島 .藤 1960食中毒の項にも公





編 食品衛生の章の食中毒の項目にも水俣病-の言及なしo労働衛生 章で水銀中毒 言及(321頁)o
辻 1968食中毒や環境衛生の項 目はないo
豊川 .林 . 1969食品衛生の章の化
重松編 学性食中毒の項で水 俣 病 に言 及(214貢)o労勘衛生の章で無機水銀中毒について記述347頁)o
塚原 1973 ｢化学性食中毒｣の説明のなかに有機水銀｣という言葉があり ㊥4頁)､｢環境衛生節の ｢公害｣の項目で 俣病に言及 (62頁)o
安倍 .高桑 1974化学性食中毒の項 前掲の安倍 .
宿 に水俣病-の言及 高桑編 1967
はないが､公害の の全面改定
章に言及がある(431頁)O.労働衛生の章で水銀中毒-の他に ｢付 有機水銀中毒｣(320頁)o 版○
西川 .井上 1974 ｢食品衛生｣の項
編 目はあるが ｢食中毒｣の項目も言及もなく､｢環境衛生 章のなかに｢メチル水銀｣-の言及はあるが､水俣病- 言及はない (107頁)o
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ない (245頁)o
中村 .西川 1979 化学性食中毒の項
藤原 .漢 1985 人口問題の章の先 上下巻あわせ
辺 .高桑編 天異常の項 (93て本文 1639
貢)に胎児性水俣 頁の大部の本
病､環境衛生の章(216頁 ､ 295頁)に水俣病-の言及があるo公害の章 8頁にわたる水俣病の詳細な｢特論｣(445-45 頁)があり､認定制度や訴訟についてもまとめているoさら 食品衛生の章にも4頁にわたり食品中水銀化合物 ついて の ｢特 論 ｣653-656頁)がある○しかし食品衛生の章の化学性食中毒 項目は - 言及ない (11頁)o であるo
西村 .近 1990 環境衛生の章の公
(126頁)o母子保健の章には胎児性水俣病-の言及がある (161頁)○
糸川 .斎 1990 母子保健の章で胎 ｢新潟水俣
藤 .桜井. 児性水俣病に言及 病｣と言わず
虞畑編 (165頁)､公害の に ｢阿賀野川
章で水俣病と ｢阿 有機水銀 中
賀野川有機水銀中 毒｣という用
毒｣の項目 (242頁)､.化学性食中の項目ではカネミ油症-の言及はあるが水俣病-の言及はない 70○ 語を使用○
糸川 .斎 1995 母子保健の章で胎 前 掲 初 版






糸川 .斎 1998 母子保健の章で胎 前 掲 初 版
藤 .桜井 . 児性水俣病に言及 (1990年)お







竹本.斎藤 1999 ｢食生活 .栄養｣ 本 文 160頁









佐谷戸編 2000 公害病の節に水俣病の項 目があ り(192頁)､化学性食中毒 説明のなかに水俣病- 言及 が あ る (223頁)o産業保健の章 アルキル 銀- 言及 る256-258頁)O
鈴木 .久道 2001 環境保健の章で公 同書 の 2002
編 害としての水俣病 年版でも内容
-の言及はあるが(58頁)､食中毒の項目 (324頁)には がないo は同じ○
岸 .青野 . 2003 総 論 (14- 18公衆衛生学の
大前 .小泉 頁)､環境保健の 教科書で表題
編 章 (211,233- に ｢予 防 医
234,235頁)､産 学｣という言
業保健の章 (257葉が入るのは
頁)で水俣病に言及o初期の徹底した疫学調査の必要性､全体像把握の必要性､被害拡大の原因解明にふれるなど 適切な記述と思われる○ただし食中毒 項目に化 性食中毒-言及がほとんどない (306頁)○ 珍しいo














































輝夫に対する傷害被告事件での 1980年 12月 17日
の上告棄却決定､待たせ賃訴訟2審判決に対する1991
年 4月 26日の破棄差し戻 しがある｡両者について
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表 3 環境問題 と菟罪問題の対比
刑事裁判 公害被害者の救済 有害物質の 規 制
早 と ち り 無実の人を 他の原因に 無害な物質
(推測統計 有罪とみな よる患者を や環境負荷
学でい う第 す (菟罪)○ 公害病患者 の少ない開
1種の誤謬 犯人視報道 とみなして 発行為を早
に相当) など○★ 救済する○ まって規制するo過剰規制によって企業の財産を侵害するおそれがあ ○
見逃し (推 犯人を無罪 公害病患者 有害物質や
測統計学で とみなして を見過ごし 環境負荷の
いう第 2種 放免する○ て救済せず 大きい開発
の誤謬に相 に 放 置 す 行為を見過
当) るo★ ごして規制しないo過小 規 制 によっ 住民の生命 .健康を侵害するおそれがある○★
不確実性 . 疑わしきは 疑 わ し き 疑わしきは
人間の可謬 罰せず (推 (公害病の 規制する､
性のもとで 定無罪の原 蓋然性ある 対策をとる
の判断の原 則) いは可能性 (予 防 原
則 を否定できない)は救済する (予防原則の延長) 則 )
立証責任あ 被告人の有 申請患者が 化学物質や
るいは説明 罪を主張す 公害病でな 開発行為を
責任 る側に厳し いと主張す 必要かつ安
く求められ る側に厳し 全であると
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